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ネ
ッ
ト
上
の
中
傷
へ
の
検
閲
行
為

デ
・
リ
マ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
Ｐ
会
長

は
「
我
々
は
、
強
権
統
治
が

平
和
な
社
会
を
も
た
ら
す
と

吹
聴
す
る
人
々
か
ら
圧
力
を

受
け
て
い
る
。『
荒
れ
果
て
た

地
』
に
住
ん
で
い
る
と
考
え

る
人
々
は
、い
っ
そ
『
救
世
主
』

に
頼
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
」
と
し
た
。

　

こ
の
風
を
受
け
、
来
年
の

大
統
領
選
で
支
持
を
高
め
て

い
る
政
治
家
に
、
ジ
ャ
イ
ー

ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
下
議
（
キ

リ
ス
ト
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）

が
い
る
。
９
月
に
行
わ
れ
た

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
調
査
で

は
、
い
か
な
る
候
補
者
と
の

組
み
合
わ
せ
で
も
、
同
下
議

は
１
５
〜
１
９
％
の
支
持
を

集
め
た
。

　

調
査
は
「
権
力
へ
の
服
従

性
」「
権
威
主
義
的
志
向
」「
慣

例
尊
重
主
義
的
志
向
」
の
分

野
別
に
行
わ
れ
た
。

　
「
独
裁
主
義
へ
の
共
感
度
」

を
構
成
す
る
要
素
中
、
権
力

者
や
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ

　

５
日
、
下
院
と
上
院
で
は
政
治
改
革
法
案
の
最
後
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
同
日

承
認
さ
れ
た
修
正
案
の
中
に
は
、
政
党
の
負
債
や
罰
金
の
分
割
払
い
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
宣
伝
活
動
で
他
の
候
補
者
に
対
す
る
個
人
攻
撃
な
ど
を
行
っ
た
場
合

は
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
対
策
」
な
ど
の
観
点
か
ら
法
的
判
断
な
し
に
検
閲
（
差

し
止
め
）
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
６
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

返
済
額
が
、
政
党
フ
ァ
ン
ド

か
ら
毎
月
受
け
取
る
資
金
の

２
％
を
超
え
る
場
合
は
、
返

済
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
法
案
で
最
も
恩
恵
を

受
け
る
の
は
進
歩
党
（
Ｐ

Ｐ
）
だ
。
同
党
は
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
で
連
邦
検
察

庁
か
ら
１
３
億
８
千
万
レ
ア

ル
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
法
案
が
認
め
ら

れ
る
と
、月
々
の
支
払
額
は
、

毎
月
も
ら
う
政
党
フ
ァ
ン
ド

の
２
％
（
月
額
２
８
２
万
レ

ア
ル
を
受
け
取
っ
て
い
る
の

で
、
５
万
６
５
０
０
レ
ア

ル
）
で
済
む
。
た
だ
、
こ
の

ペ
ー
ス
で
払
い
続
け
る
と

２
万
４
千
回
払
い
、
つ
ま
り

２
千
年
も
支
払
に
か
か
る
こ

と
に
な
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用

者
が
、
候
補
者
を
中
傷
す
る

よ
う
な
内
容
の
こ
と
が
書
か

れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
て

告
発
し
た
場
合
、
そ
の
内
容

が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明

　

５
日
、
セ
レ
ソ
ン
は
ボ
リ

ビ
ア
の
首
都
ラ
パ
ス
で
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
南
米
予
選
を
戦
っ

た
が
、
０
―
０
の
引
き
分
け

に
終
わ
っ
た
。
試
合
自
体
は

一
方
的
に
攻
め
て
い
た
が
、

相
手
キ
ー
パ
ー
の
ラ
ン
ペ
が

枠
内
に
入
っ
て
い
た
シ
ュ
ー

ト
を
１
１
回
セ
ー
ブ
す
る
神

さ
れ
な
い
限
り
、
法
的
な
判

断
を
待
つ
こ
と
な
く
、
そ
の

内
容
を
２
４
時
間
以
内
に
取

り
下
げ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
の
修
正
案
の
責
任
者
は

連
帯（
Ｓ
Ｄ
）下
院
リ
ー
ダ
ー

の
ア
ウ
レ
ォ
下
議
だ
。
同
氏

い
わ
く
、そ
の
目
的
は「
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
生
み
出
す

無
意
味
な
論
争
を
避
け
る
た

め
」
だ
と
い
う
。「
候
補
者

に
つ
い
て
嘘
の
噂
を
作
る
こ

と
は
犯
罪
だ
」
と
同
議
は

語
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
は
検
閲
行
為
に
あ
た
る
」

と
反
対
す
る
声
は
根
強
く
、

大
統
領
が
同
修
正
案
に
対
す

る
拒
否
権
を
行
使
す
る
よ
う

政
党
負
債
の
分
割
払
上
限
案

の
信
頼
を
示
す
「
権
力
へ
の

服
従
性
」
は
、
右
派
、
左
派

と
も
に
、
高
い
指
数
を
記
録

し
た
。

　

同
調
査
の
結
果
を
年
齢
や

学
歴
、
収
入
、
人
種
な
ど
で

分
け
て
み
る
と
、「
独
裁
主
義

へ
の
共
感
度
」
が
高
か
っ
た
の

は
、
学
歴
が
低
い
層
、
収
入

が
低
い
層
、
２
４
歳
以
下
ま

た
は
４
５
歳
以
上
の
層
、
混

血
、
人
口
の
少
な
い
自
治
体

に
住
む
層
、
北
東
部
在
住
者

な
ど
だ
っ
た
。

　

年
齢
別
の
分
析
結
果
の
中

で
は
、１
６
〜
２
４
歳
の
層
が

（
４
５
歳
以
上
の
層
よ
り
若

干
低
か
っ
た
も
の
の
）、
２
５

〜
３
４
歳
、
３
５
〜
４
４
歳

の
層
よ
り
独
裁
主
義
に
共
感

の
共
感
度
」
を
０
か
ら
１
０

で
測
っ
た
指
数
は
８
・
１
だ
っ

た
。
大
統
領
選
を
来
年
に
控

え
、
こ
の
傾
向
は
よ
り
顕
著

に
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
政

治
的
に
も
社
会
的
に
も
不
安

定
な
た
め
、
強
権
的
な
指
導

者
に
よ
っ
て
治
安
が
安
定
す

る
な
ら
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
独

裁
主
義
を
支
持
す
る
と
い
う

人
が
多
か
っ
た
の
だ
。

　

レ
ナ
ト
・
セ
ル
ジ
オ
・

　

伯
国
保
安
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｆ

Ｂ
Ｓ
Ｐ
）
は
６
日
、「
伯
国

内
の
暴
力
に
対
す
る
恐
れ
と

独
裁
主
義
」
と
題
す
る
調
査

結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
国
民
の
多
く
は
治

安
の
悪
さ
に
辟
易
し
て
お
り
、

強
硬
な
治
安
対
策
と
志
向
が

重
な
る
独
裁
主
義
に
共
感
す

る
傾
向
に
あ
る
事
が
分
か
っ

た
と
６
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

が
報
じ
た
。

　

Ｆ
Ｂ
Ｓ
Ｐ
の
依
頼
で
ダ
ッ

タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
が
行
っ
た
調
査

に
よ
る
と
、「
独
裁
主
義
へ

治
安
不
安
が
救
世
主
志
向
へ

保
育
園
児
の
死
者
７
人
に

民
主
主
義
へ
の
信
頼
も
低
下

し
て
い
る
と
の
結
果
が
出
た

事
が
驚
き
を
持
っ
て
受
け
止

め
ら
れ
た
。

　

同
調
査
で
は
、「
暴
力
へ
の

恐
れ
」も
調
査
さ
れ
た
。
様
々

な
種
類
の
暴
力
の
全
て
に
遭

う
可
能
性
が
あ
る
と
恐
れ
て

い
え
ば
１
、
ど
ん
な
種
類
の

暴
力
に
も
遭
わ
な
い
と
考
え

て
い
れ
ば
０
と
評
価
し
た
場

合
の
指
数
は
０
・６
８
で
、
暴

力
へ
の
恐
れ
が
強
い
事
を
示
し

て
い
る
。

　

伯
国
で
は
警
察
や
司
法
、

政
府
、
議
会
へ
の
信
頼
度
が

低
く
、
治
安
へ
の
恐
れ
と
重

な
っ
て
、「
い
っ
そ
強
権
的
な

指
導
者
へ
」
と
い
っ
た
救
世
主

思
想
に
流
れ
易
い
下
地
も
存

在
す
る
。

　
「
民
主
主
義
は
国
の
統

治
に
最
良
の
方
法
だ
と
思

う
」
と
答
え
た
人
は
５
６
％

で
、
２
０
１
４
年
１
２
月
の

６
６
％
を
大
幅
に
下
回
っ
た
。

が
６
日
中
に
裁
可
す
れ
ば
、

政
治
改
革
法
案
は
来
年
の
統

一
選
か
ら
有
効
と
な
る
。

　

５
日
に
承
認
さ
れ
た
改
革

案
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
ひ

と
つ
目
は
、
負
債
を
負
っ
た

政
党
に
対
し
、
分
割
払
い
を

認
め
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
選

挙
資
金
の
負
債
や
、
政
党
に

科
せ
ら
れ
た
罰
金
も
含
ま
れ

る
。
今
回
承
認
さ
れ
た
項
目

は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

戦
で
被
っ
た
罰
金
の
支
払
い

に
も
適
用
さ
れ
る
。

　

今
回
、
法
案
に
定
め
ら
れ

て
い
る
方
法
だ
と
、
負
債
を

負
っ
た
政
党
は
６
０
カ
月

以
内
に
そ
れ
を
返
済
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
月
々
の

ボウソナロ下議
（Fabio Rodrigues Pozzebom / Agencia Brasil）

５
日
の
上
院
の
様
子

（Lula M
arques/AGPT

）

果
た
し
て
大
統
領
の
採
択
は
？

ミナスの惨劇

望
む
意
見
も
出
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
反
応
か
ら
、
ア

ウ
レ
ォ
下
議
自
身
も
６
日
、

こ
の
修
正
案
に
関
し
て
は
、

「
テ
メ
ル
大
統
領
に
否
決
し

て
も
ら
う
よ
う
頼
む
」
と
発

言
し
は
じ
め
て
い
る
。

が
か
り
的
な
活
躍
を
見
せ
、

ゴ
ー
ル
を
割
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
チ
ッ
チ
監
督
は
、
セ
レ

ソ
ン
・
イ
レ
ヴ
ン
が
予
想
以

上
に
動
き
が
よ
か
っ
た
と
ほ

め
た
。
と
い
う
の
も
、
ラ
パ

ス
は
高
山
地
帯
で
酸
素
が
薄

く
、
セ
レ
ソ
ン
は
伝
統
的
に

ラ
パ
ス
が
苦
手
だ
。
そ
れ
も

あ
り
、
同
地
で
は
１
９
９
７

年
以
来
、
２
０
年
も
勝
利
が

な
い
と
い
う
相
性
の
悪
さ
で

知
ら
れ
、
試
合
が
終
わ
る
と

イ
レ
ヴ
ン
は
酸
素
吸
入
器
に

張
り
付
く
状
態
に
。
既
に
予

選
通
過
済
み
で
よ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

４
日
午
前
６
時
頃
、
大
聖

市
圏
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・

カ
ン
ポ
で
５
５
歳
の
女
性
教

師
ス
エ
リ
・
ペ
レ
グ
リ
ン
・

カ
プ
ロ
ー
ニ
さ
ん
が
強
盗
に

襲
わ
れ
、
３
発
の
銃
弾
を
浴

び
て
殺
さ
れ
た
。事
件
当
初
、

ス
エ
リ
さ
ん
は
車
内
で
友
人

夫
婦
と
語
ら
っ
て
お
り
、
横

か
ら
来
た
強
盗
の
接
近
に
気

づ
か
な
か
っ
た
。
夫
婦
は
携

帯
電
話
な
ど
を
盗
ま
れ
、
車

を
降
り
た
が
、
ス
エ
リ
さ
ん

は
車
を
降
り
ず
、
抵
抗
し
た

た
め
、
腹
部
や
背
中
な
ど
を

撃
た
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
ス

エ
リ
さ
ん
は
癌
患
者
の
子
供

を
援
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
教
師
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

５
日
付
本
紙
で
も
報
じ

た
、
ピ
ア
ウ
イ
州
の
刑
務
所

の
強
姦
犯
の
房
で
寝
泊
り
し

た
１
３
歳
の
少
年
の
父
親
が

５
日
、
同
州
の
警
察
に
逮
捕

さ
れ
た
。
父
親
は
自
分
も
刑

務
所
に
い
た
時
に
強
姦
犯
と

知
り
合
っ
た
が
、「
強
姦
犯

と
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
い
、「
子
供
が
寝
泊
り

し
て
も
問
題
は
な
さ
そ
う

だ
っ
た
」と
語
っ
て
い
る
が
、

一
般
的
な
常
識
が
通
用
し
な

い
父
親
だ
っ
た
の
か
。

　

地
理
統
計
院
が
６
日
、
９

月
の
広
範
囲
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
・
政
府
採

用
の
公
式
イ
ン
フ
レ
率
）
は

０
・１
６
％
増
だ
っ
た
と
発
表

し
た
と
同
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ

ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が
報
じ

た
。
８
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
は
０
・

１
９
％
増
だ
っ
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
の
累
積
イ

ン
フ
レ
率
も
１
・
７
８
％
で
、

昨
年
同
期
の
５
・
５
１
％
を

大
き
く
下
回
っ
た
。
１
月
か

ら
９
月
ま
で
の
累
積
イ
ン
フ

レ
率
は
、
１
・
４
２
％
だ
っ

た
１
９
９
８
年
以
来
の
低
率

だ
。

　

昨
年
１
０
月
か
ら
今
年

９
月
ま
で
の
イ
ン
フ
レ
率
は

２
・
５
４
％
で
、
８
月
ま
で

の
１
２
カ
月
間
の
累
積
の
２
・

４
６
％
を
上
回
っ
た
が
、
中

銀
が
設
定
し
た
目
標
イ
ン
フ

レ
率
の
年
間
４
・
５
％
よ
り

か
な
り
低
い
。

　

９
種
類
の
品
目
・
サ
ー

ビ
ス
別
で
見
た
場
合
、
食

品
・
飲
料
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

４
１
％
、
住
居
費
も
マ
イ
ナ

ス
０
・
１
２
％
と
、
２
種
類

で
デ
フ
レ
を
記
録
し
た
。
最

も
高
い
上
昇
率
を
記
録
し
た

の
は
、
０
・
７
９
％
増
だ
っ
た

交
通
・
運
輸
部
門
だ
。

　

燃
料
全
般
が
１
・
９
１
％

上
昇
（
中
で
も
ガ
ソ
リ
ン
は

２
・
２
２
％
増
）
し
た
こ
と

が
、
９
月
の
イ
ン
フ
レ
率
が

さ
ら
に
低
く
出
る
事
を
妨
げ

た
。
燃
料
価
格
の
上
昇
に
よ

り
、
交
通
・
運
輸
部
門
の
物

価
は
０
・
７
９
％
上
昇
し
、

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
全
体
を
０
・
１
％

押
し
上
げ
た
。
航
空
運
賃
も

単
独
で
２
１
・
９
％
上
昇
し
、

全
体
を
０
・
０
７
％
押
し
上

げ
た
。

　

地
域
別
の
上
昇
率
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
、
０
・
５
４
％

増
だ
っ
た
エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト

州
の
ヴ
ィ
ト
ー
リ
ア
大
都
市

圏
で
、
逆
に
一
番
低
か
っ
た
の

は
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
６
％
だ
っ

た
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州
の
レ

シ
ー
フ
ェ
大
都
市
圏
だ
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
５
日
朝
、

ミ
ナ
ス
州
北
部
ジ
ャ
ナ
ウ
ー

バ
市
の
市
立
保
育
園
ジ
ェ
ン

テ
・
イ
ノ
セ
ン
テ
で
起
き
た

放
火
事
件
の
犠
牲
者
は
、
園

児
７
人
と
教
師
１
人
の
計
８

人
に
増
え
た
と
６
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

６
日
付
伯
字
紙
は
犠
牲
者

は
４
歳
児
６
人
と
教
師
１
人

の
７
人
と
し
て
い
る
が
、
６

日
午
後
、
６
日
朝
の
発
表
で

は
５
日
に
絶
命
し
た
と
報
じ

ら
れ
た
が
蘇
生
し
た
と
さ
れ

た
園
児
１
人
と
、
別
の
園
児

１
人
が
死
亡
し
た
。

　

５
日
午
後
以
降
の
報
道
に

よ
る
と
、
事
件
を
起
こ
し
た

夜
警
の
ダ
ミ
ア
ン
・
ソ
ア
レ

ス
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
容
疑

者
（
５
０
）
は
、
２
日
は
出

勤
し
た
が
、
４
日
は
欠
勤
し

た
た
め
、
園
側
か
ら
病
気
な

ら
診
断
書
を
提
出
す
る
よ
う

言
わ
れ
、
診
断
書
を
持
っ
て

き
た
と
い
っ
て
園
内
に
入
っ

た
と
い
う
。

　

夜
警
は
そ
の
後
、
台
所
に

行
き
、
調
理
担
当
の
職
員
に

ア
ル
コ
ー
ル
を
か
け
て
火
を

つ
け
た
上
、
園
児
達
が
い
る

教
室
で
も
同
様
の
行
動
を
繰

り
返
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
教
師
の
エ
レ

イ
・
ア
ブ
レ
ウ
氏（
４
３
）は
、

自
分
も
ア
ル
コ
ー
ル
を
被
っ

て
い
た
が
、
夜
警
が
自
分
自

身
の
体
に
火
を
つ
け
た
後
に

子
供
達
に
接
近
し
た
だ
け
で

な
く
、
子
供
達
を
捕
ら
え
て

逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

の
を
見
て
夜
警
と
争
っ
た
と

い
う
。
ア
ブ
レ
ウ
氏
は
最
後

ま
で
教
室
に
止
ま
り
、
園
児

全
員
を
教
室
の
外
に
逃
が
し

た
が
、
体
表
面
積
の
９
０
％

に
火
傷
を
負
い
、
病
院
で
息

を
引
き
取
っ
た
。

　

事
件
当
時
、
同
園
に
は
園

児
７
５
人
、
教
職
員
１
７
人

が
い
た
。
６
日
午
後
の
発
表

を
受
け
、
死
者
は
園
児
７
人

と
教
師
１
人
、
負
傷
者
は
園

児
３
７
人
と
教
職
員
４
人
に

訂
正
さ
れ
た
。

　

負
傷
者
の
中
に
は
、
表
面

上
は
何
も
な
い
が
、
火
が
急

速
に
燃
え
広
が
り
、
高
熱
と

有
害
物
質
を
含
ん
だ
煙
の
吸

引
と
で
、
気
管
支
や
肺
を
や

ら
れ
た
例
も
含
ま
れ
る
。
広

範
囲
に
重
度
の
火
傷
を
負
っ

た
患
者
や
機
械
呼
吸
を
必
要

と
す
る
患
者
は
、
ベ
ロ
・
オ

リ
ゾ
ン
テ
市
の
ヨ
ハ
ネ
２
３

世
病
院
に
運
ば
れ
て
お
り
、

６
日
朝
に
は
そ
の
数
が
大
人

２
人
と
子
供
１
１
人
に
増
え

た
。
ベ
ロ
市
内
の
別
の
病
院

に
い
る
子
供
３
人
の
容
態
は

安
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

夜
警
は
自
分
自
身
も
大
火

傷
を
負
っ
て
死
亡
し
た
が
、

最
近
は
、
自
分
が
作
っ
て
売

る
氷
菓
子
（
ピ
コ
レ
）
や
自

分
の
食
べ
る
物
に
誰
か
が
毒

を
入
れ
て
い
る
と
繰
り
返
し

言
う
な
ど
、
精
神
的
な
病
気

が
疑
わ
れ
て
い
た
。
５
日
は

父
親
の
３
周
忌
で
、
３
日
に

は
家
族
に
向
か
い
、「
み
ん

な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
た

い
」「
近
い
う
ち
に
死
ぬ
」

と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

伯
国
演
劇
界
の
大
御
所
女

優
、
ル
ッ
チ
・
エ
ス
コ
バ
ル
が

５
日
、
入
院
中
の
聖
市
の
病

院
で
亡
く
な
っ
た
。
８
２
歳

だ
っ
た
。
６
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

１
９
３
５
年
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
ポ
ル
ト
で
生
ま
れ
た

ル
ッ
チ
は
、
１
６
歳
の
と
き

伯
国
に
移
住
。
そ
こ
で
劇
作

家
の
カ
ル
ロ
ス
・
エ
ン
リ
ケ
・

エ
ス
コ
バ
ル
氏
と
結
婚
し
、

５
０
年
代
末
に
フ
ラ
ン
ス
で

演
劇
を
学
ん
だ
。

　

６
０
年
に
伯
国
に
戻
り
、

劇
団
「
ノ
ー
ヴ
ォ
・
テ
ア
ト

ロ
」
を
主
宰
。
伯
国
は
６
４

年
か
ら
軍
事
政
権
に
入
っ
た

が
、
反
軍
政
主
義
者
の
ル
ッ

チ
は
軍
政
の
検
閲
と
の
せ
め

ぎ
あ
い
の
中
で
、
ド
イ
ツ
の

劇
作
家
の
ブ
レ
ヒ
ト
の
「
三

文
オ
ペ
ラ
」
や
、
シ
コ
・
ブ

ア
ル
キ
の
戯
曲
「
ロ
ー
ダ
・

ヴ
ィ
ヴ
ァ
」
な
ど
を
演
じ
た
。

後
者
の
上
演
中
に
は
軍
の
共

産
主
義
者
摘
発
部
隊
（
Ｃ
Ｃ

Ｃ
）
か
ら
侵
入
を
受
け
、
逮

捕
も
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
フ
ッ
チ
は
そ
れ

に
屈
せ
ず
活
動
を
続
け
、

１
９
７
４
年
に
は
聖
市
で
国

際
演
劇
祭
を
主
催
す
る
な

ど
、
当
時
の
演
劇
界
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。
自
身

で
も
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
な
ど

の
代
表
作
に
出
演
し
た
。

　

８
０
年
代
に
は
演
劇
の
活

動
を
休
止
し
、
政
界
に
進
出
。

８
３
年
と
８
７
年
に
は
聖
州

議
員
選
で
当
選
し
、
州
議
を

２
期
つ
と
め
た
。

　

議
員
退
任
後
は
演
劇
に

戻
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
代

初
頭
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
症
を

発
症
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く

は
演
技
を
続
け
た
が
、
一
線

か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

10月6日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.1586  R$
買　3.1573  R$

円相場
売　0.0280  R$
買　0.0280  R$

問題視される２つのポイント

　

下
院
で
最
後
ま

で
残
っ
て
い
た
政

治
改
革
案
の
修
正

案
は
５
日
未
明
に

承
認
さ
れ
、
同
日

午
後
、
上
院
に
回

さ
れ
た
。
上
院
で

は
同
日
中
に
こ
れ

ら
の
項
目
も
含
ん

だ
改
革
案
を
承
認

し
、
大
統
領
に
送

付
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、

政
治
改
革
案
は
全

て
の
修
正
案
が
上

下
両
院
で
承
認
さ

れ
た
こ
と
に
な

り
、
大
統
領
の
裁

可
を
待
つ
の
み
と

な
っ
た
。
大
統
領

９
月
は
０
・１
６
％
の
上
昇

累
積
で
も
１
・７
８
％
の
低
率

病
院
に
は
子
供
含
む
４
１
人

政治
改革法案

伯
国
社
会
に
不
安
な
〃
病
〃
広
が
る

（２）２０１７年 第４８５５号 １０月 ７日 （土曜日）

Ｉ Ｐ Ｃ Ａ

ル
ッ
チ
・
エ
ス
コ
バ
ル
死
去

軍
政
と
も
戦
っ
た
大
物
演
劇
女
優



　

１
９
４
１
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
６
）
年ね

ん

２
月が

つ

、
二ふ

た

人り

の
男お

と
こ
が
マ
レ
ー

半は
ん

島と
う

の
タ
イ
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
に
入は

い
っ
た
あ
た
り
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
歩あ

る

い
て
い
た
。
や
が
て
大お

お

き
な
岩い

わ

が
連つ

ら

な
る
場ば

所し
ょ

で
、
一ひ

と

人り

が
隠か

く

し
て
い
た
黒く

ろ

い
マ
レ
ー
服ふ

く

を
出だ

し
た
。

　
「
ハ
リ
マ
オ
、
い
や
、
谷た

に

く
ん
、
そ
の
囚

し
ゅ
う

人じ
ん

服ふ
く

を
脱ぬ

い
で
、

こ
れ
に
着き

替が

え
て
く
れ
」
と
そ
の
男お

と
こ
は
日に

本ほ
ん

語ご

で
言い

っ
た
。
そ

し
て
「
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
・
ア
ラ
イ
ク
ム
・
ワ
・
ラ
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ヒ
・

ワ
・
バ
ラ
カ
ー
ト
ゥ
（
あ
な
た
に
神か

み

の
ご
加か

護ご

が
あ
り
ま
す
よ

う
に
）
と
イ
ス
ラ
ム
社し

ゃ

会か
い

で
の
共

き
ょ
う

通つ
う

の
挨あ

い

拶さ
つ

を
し
た
。
ハ
リ
マ

オ
と
呼よ

ば
れ
た
男お

と
こは
、
一い

っ

瞬し
ゅ
ん、
怪け

訝げ
ん

な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うに
な
っ
た
が
、
す

ぐ
に
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うな
口く

調ち
ょ
うで
、
ム
ス
リ
ム
の
挨あ

い

拶さ
つ

を
返か

え

し
た
。

　
「
谷た

に

く
ん
、
お
れ
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
が
、
君き

み

に
頼た

の

み
が
あ
る
」
と
、

そ
の
男お

と
こ
は
日に

本ほ
ん

語ご

で
言い

っ
た
。
ハ
リ
マ
オ
は
返へ

ん

事じ

を
せ
ず
に
、

冷つ
め

た
い
視し

線せ
ん

を
返か

え

す
の
み
だ
っ
た
。
彼か

れ

が
同お

な

じ
こ
と
を
マ
レ
イ

語ご

で
繰く

り
返か

え

す
と
、「
お
れ
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

じ
ゃ
な
い
。
日に

本ほ
ん

な
ん

て
国く

に

は
、ど
こ
に
あ
る
の
か
も
知し

ら
な
い
。お
れ
は
マ
レ
イ
人じ

ん

だ
」

と
低ひ

く

い
声こ

え

の
マ
レ
イ
語ご

で
答こ

た

え
た
。

２０１７年
ねん

８月
がつ

２０日
か

版
ばん

　
君き

み

が
ど
う
言い

お
う
と
、
君き

み

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
。
君き

み

の
躰か

ら
だの
な
か

に
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
血ち

が
な
が
れ
て
い
る
。
谷た

に

く
ん
、
間ま

も
な
く

こ
の
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

で
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
る
。
こ
の
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

を
、

イ
ギ
リ
ス
が
支し

配は
い

し
て
い
る
か
ぎ
り
、
こ
こ
が
戦せ

ん

場じ
ょ
うに
な
る
地ち

理り

的て
き

な
条

じ
ょ
う

件け
ん

な
ん
だ
よ
。
お
れ
は
、
こ
の
マ
ラ
ヤ
を
マ
レ
イ
人じ

ん

に
戻も

ど

し
た
い
と
思お

も
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
君き

み

の
力ち

か
ら
を
貸か

し
て

く
れ
な
い
か
。

　
「
ム
シ
の
い
い
話は

な
し
だ
な
」
と
ハ
リ
マ
オ
の
瞳ひ

と
みに
怒い

か

り
の
炎ほ

の
お
が
浮う

か
ん
だ
。

　
仮か

り

に
だ
、
お
れ
が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
と
し
て
も
、
お
れ
は
日に

本ほ
ん

と
い

う
国く

に

か
ら
何な

に

ひ
と
つ
借か

り
は
な
い
。
い
や
、
借か

り
ど
こ
ろ
か
、

お
れ
の
妹

い
も
う
とが
華か

僑き
ょ
うの
ギ
ャ
ン
グ
ど
も
に
殺こ

ろ

さ
れ
た
時と

き

、
こ
の
マ

ラ
ヤ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

た
ち
が
、
ど
ん
な
態た

い

度ど

だ
っ

た
か
、
あ
の
時と

き

の
お
れ
の
く
や
し
さ
が
、
お
ま
え
さ
ん
に
は
、

ら
く
日に

本ほ
ん

で
働は

た
らい
て
い
た
。

　

翌よ
く

年と
し

、
マ
レ
ー
の
華か

僑き
ょ
うた
ち
が
反は

ん

日に
ち

暴ぼ
う

動ど
う

を
起お

こ
し
て
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

を
襲お

そ

い
、
妹

い
も
う
とシ
ズ
コ
も
首く

び

を
切き

ら
れ
、
晒さ

ら

し
者も

の

に
さ
れ
た
。
一い

っ

家か

は
帰き

国こ
く

し
、母は

は

親お
や

か
ら
事じ

件け
ん

を
聞き

い
た
豊ゆ

た
かは
、

激げ
き

怒ど

し
て
単た

ん

身し
ん

、
マ
ラ
ヤ
に
戻も

ど
っ
た
。

　

植
し
ょ
く

民み
ん

地ち

を
統と

う

治ち

す
る
イ
ギ
リ
ス
の
官か

ん

憲け
ん

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

を
護ま

も

ら
ず
、
ま
た
犯は

ん

人に
ん

は
裁さ

い

判ば
ん

で
無む

罪ざ
い

放ほ
う

免め
ん

と
な
っ
た
。
谷た

に

は
何な

ん

度ど

も
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

政せ
い

府ふ

に
抗こ

う

議ぎ

し
た
が
相あ

い

手て

に
さ
れ
ず
、
そ

の
た
め
の
復ふ

く

讐し
ゅ
うと
し
て
豊ゆ

た

か
な
華か

僑き
ょ
うの
財ざ

い

産さ
ん

を
襲お

そ

う
よ
う
に

な
っ
た
。
や
が
て
マ
レ
イ
人じ

ん

の
手て

下し
た

を
大お

お

勢ぜ
い

抱か
か

え
て
、ハ
リ
マ
オ

（
虎と

ら

）
と
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ハ
リ
マ
オ
は
マ
ラ
ヤ
側が

わ

で
多た

額が
く

の
賞

し
ょ
う

金き
ん

を
賭か

け
ら
れ
、
手て

下し
た

と
共と

も

に
タ
イ
側が

わ

に
逃に

げ
た
。
と
こ
ろ
が
、
手て

下し
た

が
無む

銭せ
ん

飲い
ん

食し
ょ
くを

し
て
タ
イ
の
警け

い

察さ
つ

に
捕つ

か

ま
り
、
そ
の
わ
ず
か
な
罰ば

っ

金き
ん

を
支し

払は
ら

い

に
い
っ
た
ハ
リ
マ
オ
も
捕つ

か

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
、
見み

知し

ら

ぬ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
現あ

ら
われ
、
ハ
リ
マ
オ
の
保ほ

釈し
ゃ
く

金き
ん

を
払は

ら
っ
て
刑け

い

務む

所し
ょ

か

ら
出だ

し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

ハ
リ
マ
オ
を
救す

く

っ
た
男お

と
こ
の
名な

は
神か

本も
と

利と
し

夫お

。
明め

い

治じ

３
８

（
１
９
０
５
）
年ね

ん

、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
開か

い

拓た
く

農の
う

民み
ん

の
家い

え

に
生う

ま
れ
、

長ち
ょ
うじ
て
拓た

く

殖し
ょ
く

大だ
い

学が
く

で
シ
ナ
語ご

を
学ま

な

ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
台た

い

湾わ
ん

の

経け
い

済ざ
い

開か
い

発は
つ

で
大お

お

き
な
功こ

う

績せ
き

を
残の

こ

し
た
後ご

藤と
う

新し
ん

平ぺ
い

が
学が

く

長ち
ょ
うで
あ

り
、「
積せ

っ

極き
ょ
く

進し
ん

取し
ゅ

の
気き

概が
い

と
あ
ら
ゆ
る
民み

ん

族ぞ
く

か
ら
敬け

い

慕ぼ

さ
れ

る
に
値あ

た
い
す
る
教

き
ょ
う

養よ
う

と
品ひ

ん

格か
く

を
具そ

な

え
た
有ゆ

う

為い

な
人じ

ん

材ざ
い

の
育い

く

成せ
い

」

と
い
う
建け

ん

学が
く

の
精せ

い

神し
ん

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
て
い
た
。

　

ま
た
後ご

藤と
う

が
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

と
し
て
招ま

ね

い
た
大お

お

川か
わ

周し
ゅ
う

明め
い

か
ら
、
神か

本も
と

は
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うに
よ
る
ア
ジ
ア
侵し

ん

略り
ゃ
くの
歴れ

き

史し

を
学ま

な

ん
だ
。
こ
う
し

て
神か

本も
と

は
ア
ジ
ア
の
諸し

ょ

民み
ん

族ぞ
く

を
欧お

う

米べ
い

支し

配は
い

か
ら
解か

い

放ほ
う

さ
せ
た

い
、
と
い
う
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
育そ

だ

て
て
い
っ
た
。

　

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
大た

い

陸り
く

に
渡わ

た

り
、
満ま

ん

洲し
ゅ
う

国こ
く

治ち

安あ
ん

部ぶ

に
勤つ

と

め
た
が
、

そ
こ
を
休

き
ゅ
う

職し
ょ
くし
て
３
年ね

ん

間か
ん

も
シ
ナ
・
満ま

ん

洲し
ゅ
う

全ぜ
ん

土ど

で
畏い

敬け
い

さ
れ

て
い
た
道ど

う

教き
ょ
うの
老ろ

う

師し

に
入

に
ゅ
う

門も
ん

を
許ゆ

る

さ
れ
、
拳け

ん

法ぽ
う

を
学ま

な

ん
だ
。

師し

か
ら
は
「
世よ

の
た
め
、
人ひ

と

の
た
め
、
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
働は

た
ら
き
を
な
せ
」

と
諭さ

と

さ
れ
た
。

　

そ
の
後ご

、
そ
の
実じ

つ

力り
ょ
くを
見み

抜ぬ

か
れ
て
、
陸り

く

軍ぐ
ん

の
諜

ち
ょ
う

報ほ
う

機き

関か
ん

・

陸り
く

軍ぐ
ん

中な
か

野の

学が
っ

校こ
う
へ
の
入

に
ゅ
う

学が
く

を
認み

と

め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
「
国く

に

と

国こ
く

民み
ん

の
た
め
に
、
捨す

て
石い

し

と
な
る
覚か

く

悟ご

」
を
持も

っ
た
人に

ん

間げ
ん

を
育そ

だ

て
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
神か

本も
と

は
、
ア
ジ
ア
解か

い

放ほ
う

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
拓た

く

殖し
ょ
く

大だ
い

学が
く

、
道ど

う

教き
ょ
う、
陸り

く

軍ぐ
ん

中な
か

野の

学が
っ

校こ
う

で
育そ

だ

て
ら
れ
、
技ぎ

能の
う

と
し
て
シ
ナ
語ご

、

拳け
ん

法ぽ
う

、諜
ち
ょ
う

報ほ
う

を
習

し
ゅ
う

得と
く

し
た
。
ま
さ
に
後の

ち

の
活か

つ

躍や
く

の
準

じ
ゅ
ん

備び

と
し
て
、

天て
ん

が
仕し

組く

ん
だ
よ
う
な
前ぜ

ん

半は
ん

生せ
い

で
あ
っ
た
。

１
．「
お
れ
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

じ
ゃ
な
い
」

　

昭
し
ょ
う

和わ

１
６
（
１
９
４
１
）
年ね

ん

１
月が

つ

、
日に

本ほ
ん

が
米べ

い

英え
い

支し

蘭ら
ん

の

対た
い

日に
ち

包ほ
う

囲い

網も
う

に
追お

い
詰つ

め
ら
れ
る
な
か
、
神か

本も
と

は
バ
ン
コ
ク
に

派は

遣け
ん

さ
れ
た
。
ハ
リ
マ
オ
の
盗と

う

賊ぞ
く

団だ
ん

を
味み

方か
た

に
つ
け
て
、
英え

い

軍ぐ
ん

の
後こ

う

方ほ
う

攪か
く

乱ら
ん

を
さ
せ
よ
、
と
い
う
命め

い

令れ
い

だ
っ
た
。
神か

本も
と

は
巧た

く

み

な
シ
ナ
語ご

を
使つ

か
っ
て
シ
ナ
人じ

ん

の
行

ぎ
ょ
う

商し
ょ
う

人に
ん

に
扮ふ

ん

し
た
り
、
道ど

う

教き
ょ
うの

コ
ネ
を
使つ

か
っ
て
ハ
リ
マ
オ
の
居い

場ば

所し
ょ

を
突つ

き
止と

め
、
保ほ

釈し
ゃ
く

金き
ん

を

払は
ら
っ
て
、
刑け

い

務む

所し
ょ

か
ら
出

し
ゅ
っ

所し
ょ

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日に

本ほ
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
恨う

ら

む
ハ
リ
マ
オ
を
母ぼ

国こ
く

の
た
め

に
立た

ち
上あ

が
ら
せ
る
こ
と
は
、
一ひ

と

筋す
じ

縄な
わ

で
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
「
谷た

に

く
ん
、
君き

み

は
ム
ス
リ
ム
で
マ
レ
イ
人じ

ん

に
な
り
き
っ
て
い
る

か
ら
、
マ
レ
イ
人じ

ん

の
虐し

い
た
げ
ら
れ
た
歴れ

き

史し

を
知し

っ
て
い
る
だ
ろ
う
」

と
神か

本も
と

は
、
話わ

題だ
い

を
変か

え
た
。
ハ
リ
マ
オ
が
「
い
や
、
お
れ
は

何な
に

も
知し

ら
な
い
」
と
答こ

た

え
る
と
、
神か

み

本も
と

は
「
本ほ

ん

当と
う

の
マ
レ
イ
人じ

ん

な
ら
、
子こ

供ど
も

で
も
知し

っ
て
い
る
民み

ん

族ぞ
く

の
悲か

な

し
い
歴れ

き

史し

を
知し

ら
な

い
で
、
よ
く
も
マ
レ
ー
の
ハ
リ
マ
オ
だ
な
ど
と
…
」
と
問と

い
詰つ

め
た
。

　
も
し
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
ら
、
そ
の
戦せ

ん

争そ
う

は
、
こ
の
マ
ラ
ヤ
の

大だ
い

地ち

を
、
マ
レ
イ
人じ

ん

の
も
の
に
す
る
戦た

た
かい
の
始は

じ

ま
り
で
も
あ
る

と
、
お
れ
は
考か

ん
がえ
て
い
る
ん
だ
。

　

今い
ま

の
マ
レ
イ
人じ

ん

の
力ち

か
ら
で
は
、
と
て
も
イ
ギ
リ
ス
軍ぐ

ん

を
こ
の

マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

か
ら
追お

い
出だ

す
こ
と
は
不ふ

可か

能の
う

だ
が
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くに
、
多お

お

く
の
マ
レ
イ
人じ

ん

が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
く
れ
る
な
ら
、

百ひ
ゃ
く

五ご

十じ
ゅ
う

年ね
ん

も
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

を
支し

配は
い

し
た
イ
ギ
リ
ス
軍ぐ

ん

と
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

勢せ
い

力り
ょ
くを
、
こ
の
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
大だ

い

地ち

か
ら
追お

い
出だ

す

こ
と
が
で
き
る
…

　
「
お
ま
え
さ
ん
の
話は

な
し
は
分わ

か
っ
た
が
、
お
れ
は
、
日に

本ほ
ん

も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
、
キ
ラ
イ
だ
」
と
ハ
リ
マ
オ
は
言い

っ
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
白は

く

人じ
ん

の
真ま

似ね

を
し
て
、
マ
レ
イ
人じ

ん

を
こ
き
使つ

か

い
、
白は

く

人じ
ん

以い

上じ
ょ
うに
威い

張ば

っ
て
や
が
る
、
日に

本ほ
ん

が
戦せ

ん

争そ
う

に
勝か

っ
た
ら
、
そ
ん
な
カ
ラ
威い

張ば

り
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
た
く
さ
ん
来く

る
だ
ろ
う
、
と
言い

う
。

　

神か

本も
と

も
、
威い

張ば

っ
た
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

将し
ょ
う

校こ
う

や
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

、

満ま
ん

洲し
ゅ
う、
蒙も

う

古こ

、
シ
ナ
で
数か

ず

多お
お

く
見み

て
い
た
の
で
、
そ
の
点て

ん

で
は

ハ
リ
マ
オ
と
同ど

う

感か
ん

だ
っ
た
。

　
だ
が
な
、
お
れ
た
ち
二ふ

た

人り

の
目も

く

的て
き

の
第だ

い

一い
ちは
、
イ
ギ
リ
ス
軍ぐ

ん

を
マ
ラ
ヤ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
追お

い
出だ

す
こ
と
だ
。
そ
の
た

め
に
莫ば

迦か

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
威い

張ば

っ
て
も
、
お
れ
は
眸ひ

と
み
を
つ
む
っ
て

我が

慢ま
ん

す
る
つ
も
り
だ
が
、
お
れ
と
同お

な

じ
に
、
あ
ん
た
も
我が

慢ま
ん

し

て
く
れ
ん
か
。

　
「
う
む
…
じ
ゃ
…
こ
う
し
よ
う
。
お
れ
は
日に

本ほ
ん

も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も

キ
ラ
イ
だ
が
、
お
れ
は
あ
ん
た
が
気き

に
い
っ
た
か
ら
、
あ
ん
た

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
よ
う
」
と
、
よ
う
や
く
ハ
リ
マ
オ
は
神か

本も
と

の
頼た

の

み
を

受う

け
入い

れ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
マ
レ
ー
の
虎と

ら

　

米べ
い

英え
い

蘭ら
ん

か
ら
の
石せ

き

油ゆ

輸ゆ

入に
ゅ
うを
止と

め
ら
れ
た
日に

本ほ
ん

は
、
ジ
ャ
ワ

の
油ゆ

田で
ん

を
確か

く

保ほ

す
る
こ
と
を
狙ね

ら

っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
イ
ギ

リ
ス
の
ア
ジ
ア
侵し

ん

略り
ゃ
くの
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
制せ

い

圧あ
つ

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
海か

い

上じ
ょ
うか
ら
の
攻こ

う

撃げ
き

に
対た

い

し
て
は
、
難な

ん

攻こ
う

不ふ

落ら
く

と
考か

ん
が
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
１
千せ

ん

キ
ロ
を
南な

ん

下か

し
て
、
背は

い

後ご

か

ら
攻せ

め
る
し
か
な
い
。

　

し
か
し
、
英え

い

軍ぐ
ん

は
そ
の
可か

能の
う

性せ
い

を
塞ふ

さ

ぐ
た
め
に
、
半は

ん

島と
う

の
防ぼ

う

備び

を
固か

た

め
つ
つ
あ
っ
た
。
タ
イ
国こ

っ

境き
ょ
うか
ら
マ
レ
ー
シ
ア

に
入は

い

る
幹か

ん

線せ
ん

道ど
う

路ろ

上じ
ょ
うの
ジ
ェ
ト
ラ
と
い
う
集

し
ゅ
う

落ら
く

で
、
強

き
ょ
う

固こ

な
防ぼ

う

御ぎ
ょ

陣じ
ん

地ち

を
建け

ん

設せ
つ

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
鉄て

つ

条じ
ょ
う

網も
う

と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
護ま

も

ら
れ
た
半は

ん

地ち

下か

の
機き

関か
ん

銃じ
ゅ
う

陣じ
ん

地ち

が
連つ

ら

な
り
、

そ
の
前ぜ

ん

面め
ん

に
は
多た

数す
う

の
戦せ

ん

車し
ゃ

壕ご
う

や
防ぼ

う

壁へ
き

が
設も

う

け
ら
れ
て
い
た
。

英え
い

軍ぐ
ん

は
「
い
か
な
る
攻こ

う

撃げ
き

も
三さ

ん

カ
月げ

つ

は
防ぼ

う

御ぎ
ょ

で
き
る
」
と
宣せ

ん

伝で
ん

し
て
い
た
。

　

神か

本も
と

は
ハ
リ
マ
オ
と
そ
の
手て

下し
た

に
案あ

ん

内な
い

さ
せ
て
、
多た

数す
う

の
マ

レ
イ
人じ

ん

労ろ
う

務む

者し
ゃ

に
混ま

じ
っ
て
、
自み

ず
か
ら
工こ

う

事じ

現げ
ん

場ば

に
潜せ

ん

入に
ゅ
うし
、
彼か

れ

ら
か
ら
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
総そ

う

合ご
う

し
て
、
詳

し
ょ
う

細さ
い

な
陣じ

ん

地ち

構こ
う

築ち
く

図ず

と
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

の
地ち

形け
い

図ず

を
作さ

く

成せ
い

し
た
。

　

７
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
ん、
ハ
リ
マ
オ
は
、
工こ

う

事じ

を
遅お

く

ら
せ
る
工こ

う

作さ
く

を
神か

本も
と

に
提て

い

案あ
ん

し
た
。
マ
レ
イ
人じ

ん

の
労ろ

う

務む

者し
ゃ

た
ち
を
扇せ

ん

動ど
う

し
て
サ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
を
さ
せ
る
、
輸ゆ

送そ
う

中ち
ゅ
うの
セ
メ
ン
ト
を
奪う

ば

う
、
各か

く

種し
ゅ

の

工こ
う

事じ

機き

械か
い

を
故こ

障し
ょ
うさ
せ
る
、
な
ど
で
あ
る
。

　

１
２
月が

つ

８
日か

未み

明め
い

、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
東

ひ
が
し

海か
い

岸が
ん

に

上じ
ょ
う

陸り
く

し
、
こ
の
ジ
ェ
ト
ラ
陣じ

ん

地ち

を
、
１
１
日に

ち

、
１
２
日に

ち

の
二ふ

つ

日か

間か
ん

で
撃げ

き

破は

し
た
。
３
ヶ
月げ

つ

ど
こ
ろ
か
、
わ
ず
か
２
日か

で
突と

っ

破ぱ

で
き
た
の
は
、
神か

本も
と

と
ハ
リ
マ
オ
ら
の
描か

い
た
地ち

図ず

と
、
さ

ら
に
陣じ

ん

地ち

構こ
う

築ち
く

工こ
う

事じ

を
遅ち

延え
ん

さ
せ
た
工こ

う

作さ
く

の
お
陰か

げ

で
あ
ろ
う
。

　

次つ
ぎ

の
要よ

う

衝し
ょ
う、
ジ
ェ
ト
ラ
の
南

み
な
み

約や
く

１
０
０
キ
ロ
の
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

西せ
い

岸が
ん

ペ
ナ
ン
島と

う

で
も
英え

い

軍ぐ
ん

は
要よ

う

塞さ
い

化か

を
進す

す

め
て
い
た
が
、
ジ
ェ

ト
ラ
陣じ

ん

地ち

が
わ
ず
か
２
日か

で
突と

っ

破ぱ

さ
れ
た
事こ

と

で
浮う

き
足あ

し

立だ

ち
、

１
６
、１
７
日に

ち

に
守し

ゅ

備び

隊た
い

を
撤て

っ

退た
い

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
１
９
日に

ち

に
同ど

う

島と
う

を
無む

血け
つ

占せ
ん

領り
ょ
うし
た
。

　

も
し
、
ジ
ェ
ト
ラ
陣じ

ん

地ち

で
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
何な

ん

週し
ゅ
う

間か
ん

も
足あ

し

止ど

め
を

食く

っ
て
い
た
ら
、
日に

本ほ
ん

の
上

じ
ょ
う

陸り
く

部ぶ

隊た
い

約や
く

６
万ま

ん

に
対た

い

し
英え

い

軍ぐ
ん

は
約や

く

１
０
万ま

ん

、
補ほ

給き
ゅ
う

力り
ょ
くも
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

に
優ま

さ

っ
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の

間か
ん

に
陣じ

ん

地ち

に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
増ぞ

う

派は

が
可か

能の
う

で
あ
り
、
結け

っ

局き
ょ
く、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

攻こ
う

略り
ゃ
く

自じ

体た
い

が
失し

っ

敗ぱ
い

に
終お

わ
っ
て
い
た
可か

能の
う

性せ
い

が
高た

か

い
。

　

そ
の
後ご

、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

１
０
０
０
キ
ロ
を
７
０

日に
ち

間か
ん

で
南な

ん

下か

し
、
翌よ

く

年と
し

２
月が

つ

１
５
日に

ち

に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
英え

い

軍ぐ
ん

を
降こ

う

伏ふ
く

さ
せ
た
。
そ
の
間か

ん

の
ハ
リ
マ
オ
の
グ
ル
ー
プ
の

活か
つ

動ど
う

を
、
当と

う

時じ

、
少

し
ょ
う

年ね
ん

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参さ

ん

加か

し
て
い
た
ラ
ー

マ
ン
長

ち
ょ
う

老ろ
う

は
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、開か

い

戦せ
ん

後ご

は
た
い
へ
ん
で
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
陥か

ん

落ら
く

ま
で
は
、
眠ね

む

る
時じ

間か
ん

ど
こ
ろ
か
、
ゆ
っ
く
り
食

し
ょ
く

事じ

す
る

暇ひ
ま

も
な
い
ほ
ど
の
７
０
日に

ち

間か
ん

で
し
た
。
…
わ
た
し
た
ち
ハ
リ
マ

オ
班は

ん

の
各か

く

グ
ル
ー
プ
は
、
敗は

い

走そ
う

す
る
英え

い

軍ぐ
ん

の
さ
ら
に
先さ

き
へ
、
背は

い

後こ
う

地ち

へ
潜せ

ん

入に
ゅ
うし
て
、
通つ

う

信し
ん

の
電で

ん

話わ

線せ
ん

を
切き

っ
た
り
、
弾だ

ん

薬や
く

庫こ

を

爆ば
く

破は

し
た
り
、
各か

く

種し
ゅ

の
後こ

う

方ほ
う

攪か
く

乱ら
ん

を
し
ま
し
た
。

　
英え

い

軍ぐ
ん

の
後こ

う

方ほ
う

地ち

や
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
占せ

ん

領り
ょ
う

地ち

で
、
マ
レ
イ
人じ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

マ
レ
ー
シ
ア
半は

ん

島と
う

で
出で

会あ

っ
た
二ふ

た

人り

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
、

    

マ
レ
イ
人じ

ん

を
英え

い

国こ
く

支し

配は
い

か
ら
解か

い

放ほ
う

す
る
た
め
に
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
た
。

を
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くす
る
よ
う
に
説せ

っ

得と
く

す
る
こ
と
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
仕し

事ご
と

で
し
た
。
わ
た
し
た
ち
マ
レ
イ
人じ

ん

が
マ
レ
イ
人じ

ん

を
説せ

っ

得と
く

す
る

の
で
、
大お

お

き
な
効こ

う

果か

を
得え

ま
し
た
が
、
説せ

っ

得と
く

を
た
や
す
く
受う

け
入い

れ
て
、積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
た
原げ

ん

因い
ん

の
ひ
と
つ
に

『
ジ
ョ
ヨ
ヨ
ボ
の
予よ

言げ
ん

』
と
い
う
伝で

ん

説せ
つ

の
影え

い

響き
ょ
うが
あ
り
ま
し
た
。

［
１
，　
ｐ
２
７
６
］

　
「
ジ
ョ
ヨ
ヨ
ボ
の
予よ

言げ
ん

」
と
は
土ど

俗ぞ
く

信し
ん

仰こ
う

の
伝で

ん

承し
ょ
う

神し
ん

話わ

で
、

「
北ほ

っ

方ぽ
う

の
黄き

色い
ろ

い
人ひ

と

た
ち
が
、
い
つ
か
こ
の
地ち

に
や
っ
て
き
て
、

悪あ
く

魔ま

に
も
等ひ

と

し
い
白し

ろ

い
支し

配は
い

者し
ゃ

を
追お

い
払は

ら

い
、
短た

ん

期き

間か
ん

支し

配は
い

す
る
が
、
や
が
て
彼か

れ

ら
は
北き

た

に
帰か

え

り
、
平へ

い

和わ

な
繁は

ん

栄え
い

の
世よ

の
中な

か

が
完か

ん

成せ
い

す
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

こ
そ
「
北ほ

っ

方ぽ
う

の

黄き

色い
ろ

い
人ひ

と

た
ち
」
だ
と
、
人ひ

と

々び
と

は
信し

ん

じ
た
の
で
あ
る
。

　

多お
お

く
の
マ
レ
イ
人じ

ん

は
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

を
心こ

こ
ろか
ら
歓か

ん

迎げ
い

し
、
バ
ナ
ナ
の

葉は

に
包つ

つ

ん
だ
マ
レ
イ
式し

き

焼や

き
飯め

し

や
大お

お

き
な
駕か

籠ご

に
い
れ
た
果く

だ

物も
の

を
差さ

し
入い

れ
た
り
、
若わ

か

者も
の

た
ち
は
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
弾だ

ん

薬や
く

箱ば
こ

を
担か

つ

ぎ

運は
こ

び
、
泥ど

ろ

道み
ち

に
タ
イ
ヤ
を
と
ら
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
を
押お

し
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
獣

け
も
の

道み
ち

を
先せ

ん

導ど
う

し
た
。
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

将し
ょ
う

兵へ
い

は
最さ

い

初し
ょ

は
驚お

ど
ろい

た
が
、
マ
レ
イ
人じ

ん

の
心こ

こ
ろか
ら
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くぶ
り
に
感か

ん

激げ
き

し
た
。

　

ま
た
、
英え

い

軍ぐ
ん

の
相そ

う

当と
う

部ぶ

分ぶ
ん

を
構こ

う

成せ
い

し
て
い
た
イ
ン
ド
兵へ

い

た

ち
が
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん
へ
の
投と

う

降こ
う

後ご

に
、
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

を
目め

指ざ

し
て
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
戦

た
た
か
っ
た
事こ

と

も
大お

お

き
か
っ
た
。
こ
れ
は
神か

本も
と

が

属ぞ
く

し
て
い
た
Ｆ
機き

関か
ん

の
工こ

う

作さ
く

だ
っ
た
。

　
わ
ず
か
７
０
日に

ち

で
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

を
縦

じ
ゅ
う

断だ
ん

し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
占せ

ん

領り
ょ
うす
る
と
い
う
日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

緒し
ょ

戦せ
ん

の
勝

し
ょ
う

利り

は
、
マ
レ
イ
人じ

ん

と
イ
ン
ド
人じ

ん

の
独ど

く

立り
つ
へ
の
希き

望ぼ
う

が
後あ

と

押お

し
し
て
成な

し
遂と

げ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

英え
い

軍ぐ
ん

は
敗は

い

走そ
う

に
つ
ぐ
敗は

い

走そ
う

を
重か

さ

ね
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま

で
あ
と
２
０
０
キ
ロ
余よ

の
ゲ
マ
ス
陣じ

ん

地ち

で
は
激は

げ

し
い
防ぼ

う

御ぎ
ょ

戦せ
ん

を

展て
ん

開か
い

し
た
。
ハ
リ
マ
オ
は
こ
こ
で
も
戦せ

ん

闘と
う

前ま
え

か
ら
英え

い

軍ぐ
ん

の
後こ

う

方ほ
う

に
進し

ん

出し
ゅ
つし
て
、
機き

関か
ん

車し
ゃ

の
転て

ん

覆ぷ
く

、
電で

ん

話わ

線せ
ん

の
切せ

つ

断だ
ん

、
英え

い

軍ぐ
ん

配は
い

下か

の
マ
レ
イ
人じ

ん

義ぎ

勇ゆ
う

兵へ
い
へ
の
説せ

っ

得と
く

工こ
う

作さ
く

、
と
大だ

い

車し
ゃ

輪り
ん

の
働は

た
ら
き
を

し
た
。

　

そ
の
甲か

斐い

も
あ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
多た

数す
う

の
死し

者し
ゃ

を
出だ

し
な
が

ら
も
、
４
日か

間か
ん

で
ゲ
マ
ス
陣じ

ん

地ち

を
打う

ち
破や

ぶ

り
、
英え

い

軍ぐ
ん

を
南み

な
み
に

追お

い
や
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃こ

ろ

、
ハ
リ
マ
オ
は
無む

理り

が
た
た
っ

て
、
マ
ラ
リ
ア
に
罹か

か

り
、
一ひ

と

人り

で
は
歩あ

る

け
な
い
ほ
ど
に
衰す

い

弱じ
ゃ
くし

て
い
た
。

　

神か

本も
と

は
ハ
リ
マ
オ
を
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ー
ル
の
野や

戦せ
ん

病び
ょ
う

院い
ん

に
入

に
ゅ
う

院い
ん

さ
せ
た
。
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ー
ル
は
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

最さ
い

南な
ん

端た
ん

で
、

ジ
ョ
ホ
ー
ル
水す

い

道ど
う

の
向む

こ
う
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島と

う

が
望の

ぞ

め
る
。

神か

本も
と

は
ラ
ー
マ
ン
ら
と
と
も
に
、
ハ
リ
マ
オ
を
担た

ん

架か

に
乗の

せ
て
、

サ
ル
タ
ン
王お

う

宮き
ゅ
うの
丘お

か

に
運は

こ

び
、
対た

い

岸が
ん

の
灯ひ

を
見み

せ
た
。「
あ
れ

が
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

の
ア
ジ
ア
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

支し

配は
い

の
拠き

ょ

点て
ん

で
あ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
だ
」
と
神か

本も
と

は
語か

た
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
占せ

ん

領り
ょ
うさ
れ
る
と
、
ハ
リ
マ
オ
は

よ
り
良よ

い
治ち

療り
ょ
うを
受う

け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
こ
の
病

び
ょ
う

院い
ん

に
移う

つ

さ
れ

た
。
し
か
し
、
ハ
リ
マ
オ
の
死し

期き

は
迫せ

ま

っ
て
い
た
。
神か

本も
と

は
死し

の
二ふ

つ

日か

前ま
え

に
最さ

い

後ご

の
見み

舞ま

い
に
行い

っ
て
い
る
。

　
「
た
の
し
い
、
一い

ち

年ね
ん

…
だ
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
」
と
息い

き

絶た

え
絶だ

え
の
な
か
で
、
ハ
リ
マ
オ
は
言い

っ
た
。
二ふ

た

人り

が
出で

会あ

っ
て

（３） ２０１７年第４８�５５号 	１０月	 ７日	（土曜日）

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
１
年ね

ん

だ
っ
た
。「
オ
レ
の
方ほ

う

こ
そ
、
心こ

こ
ろ
か
ら

礼れ
い

を
言い

う
よ
。
楽た

の

し
い
一い

ち

年ね
ん

だ
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
神か

本も
と

は
答こ

た

え
た
。
目め

を
閉と

じ
て
、
苦く

る

し
そ
う
な
息い

き

を
す
る
ハ
リ
マ
オ

を
見み

な
が
ら
、
神か

本も
と

は
ラ
ー
マ
ン
少

し
ょ
う

年ね
ん

に
語か

た
っ
た
。

　

私わ
た
し
た
ち
が
楽た

の

し
か
っ
た
と
言い

っ
た
の
は
、
マ
ラ
ヤ
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
１
５
０
年ね

ん

も
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

支し

配は
い

し
て
、
搾さ

く

取し
ゅ

の
か
ぎ
り

を
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
を
叩た

た

き
出だ

し
、
ア
ジ
ア
の
欧お

う

米べ
い

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

解か
い

放ほ
う

戦せ
ん

争そ
う

の
第だ

い

一い
っ

戦せ
ん

に
参さ

ん

加か

で
き
て
、
英え

い

軍ぐ
ん

の
降こ

う

伏ふ
く

を
見み

た
こ
と
が
楽た

の

し
く
う
れ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
よ
。［
１
，　
ｐ

２
９
２
］

　
こ
の
二ふ

つ

日か

後ご

、
１
９
４
２
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
７
）
年ね

ん

３
月が

つ

１
７
日に

ち

、

ハ
リ
マ
オ
は
息い

き

を
引ひ

き
取と

っ
た
。
遺い

体た
い

は
ラ
ー
マ
ン
ら
に
よ
っ

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
イ
ス
ラ
ム
墓ぼ

地ち

に
埋ま

い

葬そ
う

さ
れ
た
。
同ど

う

時じ

に
、
生せ

い

前ぜ
ん

の
働は

た
ら
き
か
ら
、
日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

の
正せ

い

式し
き

な
軍ぐ

ん

属ぞ
く

と
し
て

登と
う

記き

さ
れ
、
谷た

に

豊ゆ
た
かは
靖や

す

国く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

に
祀ま

つ

ら
れ
た
。

　

神か

本も
と

は
そ
の
後ご

、
ビ
ル
マ
戦せ

ん

線せ
ん

に
転て

ん

出し
ゅ
つし
て
、
雲う

ん

南な
ん

省し
ょ
うか
ら

の
シ
ナ
人ひ

と

ゲ
リ
ラ
と
戦た

た
か
う
た
め
に
、
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

シ
ャ
ン
族ぞ

く

の
青せ

い

年ね
ん

数す
う

百ひ
ゃ
く

人に
ん

を
指し

導ど
う

し
た
が
、
そ
の
最さ

い

中ち
ゅ
うに
や
は
り
マ
ラ
リ
ア

に
感か

ん

染せ
ん

し
、
治ち

療り
ょ
うの
た
め
に
帰き

国こ
く

し
よ
う
と
搭と

う

乗じ
ょ
うし
た
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

が
南み

な
みシ
ナ
海か

い

で
米べ

い

軍ぐ
ん

機き

に
撃げ

き

沈ち
ん

さ
れ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

３
９
歳さ

い

だ
っ

た
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文
献
■

１
．　

土ど

生い

良よ
し

樹き

『
神か

本も
と

利と
し

男お

と
マ
レ
ー
の
ハ
リ
マ
オ
─

マ
レ
ー
シ
ア
に
独ど

く

立り
つ

の
種た

ね

を

ま
い
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』、
展て

ん

転て
ん

社し
ゃ

、

Ｈ
８

２
．　

中な
か

野の

不ふ

二じ

男お『
マ
レ
ー

の
虎と

ら

ハ
リ
マ
オ
伝で

ん

説せ
つ

』、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
６

神か

本も
と

利と
し

夫お

と
      

ハ
リ
マ
オ
の
戦た

た
か

い
マレーのハリマオ

５
．
ジ
ェ
ト
ラ
陣じ

ん

地ち

構こ
う

築ち
く

の

　
　

サ
ボ
タ
ー
ジュ
工こ

う

作さ
く

３
．
神か

本も
と

利と
し

夫お

４
．「
お
れ
は
、
日に

本ほ
ん

も

　
　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
、
キ
ラ
イ
だ
」

６
．
７
０
日に

ち

間か
ん

の
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

縦じ
ゅ
う

断だ
ん

７
．「
た
の
し
い
、

         

一い
ち

年ね
ん

…
だ
っ
た
よ
」

わ
か
ら
ん
だ
ろ
う
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ど
も
は
、
お
れ
の
妹

い
も
う
とが
殺こ

ろ

さ

れ
た
こ
と
を
「
あ
き
ら
め
ろ
」

と
、
ぬ
か
し
た
ん
だ
ぞ
。

　

ハ
リ
マ
オ
、
こ
と
谷た

に

豊
ゆ
た
か

は
明め

い

治じ

４
４
（
１
９
１
１
）

年ね
ん

、
福ふ

く

岡お
か

で
生う

ま
れ
た
。
豊

ゆ
た
か

が
２
歳さ

い

の
時と

き

、
両

り
ょ
う

親し
ん

と
共と

も

に
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
東と

う

岸が
ん

北ほ
く

部ぶ

に
移い

住じ
ゅ
うし
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

６

（
１
９
３
１
）
年ね

ん

、
２
０

歳さ
い

に
な
っ
た
豊ゆ

た
か
は
帰き

国こ
く

し
て
、

徴ち
ょ
う

兵へ
い

検け
ん

査さ

を
受う

け
る
が
、
身し

ん

長ち
ょ
うが
わ
ず
か
に
足た

り
ず
に
落お

ち
た
。
そ
の
後ご

、
豊ゆ

た
か
は
し
ば
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Partidos japoneses se preparam 
para disputar cadeiras da 
Câmara Baixa do parlamento Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Eleição (03/10/2017)

As alianças estão se de-
finindo na disputa pela 
Câmara Baixa do parla-
mento japonês. O perío-
do oficial de campanha 
vai começar no dia 10 de 
outubro, e a votação está 
agendada para o dia 22.
Duas opções se apresen-
tam aos eleitores desta 
vez: de um lado, a ma-
nutenção da liderança do 
premiê Shinzo Abe e seu 
governo de coalizão; do 
outro, o novo partido lide-
rado pela governadora da 
Província de Tóquio.
Na terça-feira, o partido 
Esperança, da governa-
dora Yuriko Koike, anun-
ciou sua primeira lista de 
candidatos. Koike planeja 
lançar pelo menos 233 

nomes, número míni-
mo necessário para uma 
maioria simples na câma-
ra.
O partido Esperança está 
negociando colaborar 
com o Partido da Inova-
ção do Japão. Também 
conhecido como Nippon 
Ishin, o partido é liderado 
pelo governador da Pro-
víncia de Osaka, Ichiro 
Matsui. O Partido Liberal 
também anunciou inten-
ção de formar uma par-
ceria com o partido Espe-
rança.
Ao que parece, na prática, 
o PD – Partido Democrá-
tico, maior sigla da opo-
sição – está se dissolven-
do. Membros anunciaram 
planos de se afiliar ao Es-

perança em reação a uma 
decisão tomada pelo presi-
dente do PD, Seiji Maeha-
ra, na semana passada.
Além disso, na terça-feira, 
o vice-presidente da sigla, 
Yukio Edano, oficializou a 
fundação do Partido Cons-
titucional Democrático. 
Ele justificou a medida 
por não poder concordar 
com a linha ideológica e 
as políticas do partido Es-
perança.
Edano deve contar com o 
apoio de membros do PD 
com a mesma opinião, en-
tre eles o ex-premiê Naoto 
Kan.
Por sua vez, o Partido Co-
munista do Japão e o Par-
tido Social Democrático 
elogiaram a decisão de 

Edano. Eles devem discu-
tir ainda a possibilidade 
de coordenar candidatu-
ras.
Outros membros do Parti-
do Democrático resolve-
ram seguir um caminho 
diferente e estão lançando 
candidaturas independen-
tes.
Em resposta às manobras 
da oposição, o PLD – Par-
tido Liberal Democrático, 
do premiê Shinzo Abe – e 
seu parceiro menor da co-
alizão, o Partido Komei, 
estão reiterando a coesão 
da aliança governista.
Segundo o PLD, a conti-
nuidade é necessária para 
que o governo possa im-
plementar políticas e ga-
rantir a segurança.

Kazuo Ishiguro ganha Prêmio Nobel 
da Literatura

Prêmio Nobel (06/10/2017)

Um autor britânico nas-
cido no Japão ganhou o 
Prêmio Nobel da Litera-
tura. Kazuo Ishiguro é o 
aclamado autor de “Os 
Vestígios do Dia” e outros 
romances.
Ishiguro nasceu em 1954 
em Nagasaki. Sua família 
mudou para a Inglaterra 
quando ele tinha 5 anos 
de idade e posteriormente 
ele se tornou cidadão bri-
tânico. Na universidade, 
Ishiguro estudou literatura 

e escrita criativa.
Ele fez sua estreia literária 
em 1982 com “Uma Páli-
da Visão dos Montes”, que 
se passa no Japão após a 
explosão da bomba atômi-
ca de Nagasaki.
“Os Vestígios do Dia” 
conta a história de um 
mordomo britânico idoso 
relembrando o auge de sua 
vida e a glória da aristocra-
cia inglesa após a Segunda 
Guerra Mundial.
Seu best-seller de 2005, 

Levantamento da NHK indica 
que 53% dos interpelados 
irão votar

Eleição (09/10/2017)

Mais da metade dos que 
responderam a um levan-
tamento da NHK disseram 
que certamente vão votar 
no dia 22 de outubro, nas 
eleições para a Câmara 
Baixa.
A NHK contatou por te-
lefone 5.458 pessoas, na 
faixa etária de 18 anos ou 
mais, selecionadas alea-
toriamente, no fim de se-
mana. Deste total, 3.149 
deram resposta válida.
37% disseram que apoiam 
o Gabinete do premiê 
Shinzo Abe, representan-
do uma queda de 7 pontos 
percentuais em relação ao 
nível do mês passado. O 
índice de desaprovação 
subiu 8 pontos, chegando 
a 44%.
53% disseram que parti-
ciparão da votação. Isto 
representa um recuo de 4 
pontos em relação ao le-
vantamento da NHK para 
a eleição da Câmara Baixa 

de 2014. 30% disseram 
que estão planejando 
votar, 11% afirmaram 
que não estavam certos 
de irem às urnas, e 4% 
disseram que não vota-
rão.
6% deram boas-vindas 
à decisão do premiê 
Shinzo Abe de dissol-
ver a Câmara Baixa 
para eleições antecipa-
das, 21% disseram que 
apreciam tal decisão até 
certo ponto. 34% men-
cionaram que não apre-
ciam tal decisão, en-
quanto 33% mostraram 
uma posição negativa 
quanto a tal decisão.
11% mencionaram que 
alimentam grandes ex-
pectativas quanto ao 
novo partido Esperan-
ça, fundado pela gover-
nadora de Tóquio, Yuri-
ko Koike, enquanto que 
36% disseram apenas 
que têm certas expecta-
tivas.

“Não Me Abandone Ja-
mais”, descreve um grupo 
de órfãos em um instituto 
criados para se tornarem 
doadores de órgãos.
Muitas de suas obras apre-
sentam personagens refle-
tindo sobre o passado e 
imaginando o que pode-
riam ter se tornado.
Ishiguro falou em uma en-
trevista em Londres que é 
uma grande honra receber 
o prêmio. Sobre suas raí-
zes japonesas, ele afirmou 

que é apenas um escritor, 
e nunca se considerou 
particularmente japonês 
ou britânico, mas um es-
critor internacional que 
tem sido influenciado por 
ambas as culturas.
Ele disse que quer agrade-
cer à sociedade japonesa e 
ao seu povo por influen-
ciar sua escrita e sua visão 
do mundo.

Pesquisador japonês explica 
o “problema de 2040”

O problema da população (03/10/2017)

A população do Japão 
com 65 anos ou mais deve 
chegar ao seu ponto mais 
alto, 39,35 milhões de 
pessoas, em 2042, ou seja, 
daqui a 25 anos. Por volta 
de 2040, a população de 
idosos vai aumentar rapi-
damente, impondo sérios 
encargos aos serviços mé-
dicos e de cuidados aos 
idosos, e também às finan-
ças do governo. Este fenô-
meno está ficando conhe-
cido como o “problema de 
2040”.
Hoje, para o Comentário, 
conversamos sobre esses 
desafios com Nobuhiro 
Maeda, analista do Institu-
to de Pesquisas NLI.
Maeda diz: “O Japão vai 
se tornar uma sociedade 
que envelhece muito rapi-
damente a partir de agora. 
Questões resultantes das 
mudanças demográficas 
são chamadas, coletiva-
mente, de “problema de 

2040”. Alguns especialis-
tas estimam que metade 
de todos os municípios do 
Japão serão incapazes de 
manter suas populações 
devido à queda no núme-
ro de crianças e enfrentar 
o risco de extinção já em 
2040.
A menos que este proble-
ma seja resolvido, muitos 
municípios entrarão em 
falência e terão dificul-
dade para prover serviços 
médicos e cuidados aos 
idosos que sejam sufi-
cientes a todos seus resi-
dentes.
Os governos regionais 
agora precisam lidar com 
3 desafios. Um é criar 
uma sociedade na qual 
todos possam ter um pa-
pel ativo em sua comuni-
dade, independentemente 
de sua idade. O segundo é 
estabelecer um mecanis-
mo que forneça serviços 
médicos e de cuidados 

aos idosos suficientes para 
que todos possam viver 
tranquilos a vida inteira. 
O terceiro é construir uma 
comunidade que seja atra-
ente o suficiente para pes-
soas de todas as gerações.
As questões principais 
são se as pessoas poderão 
exercer um papel positivo 
na comunidade durante to-
das as suas vidas, e se os 
idosos terão oportunida-
des de trabalhar ativamen-
te em suas comunidades. 
Atualmente há poucos 
trabalhos para cidadãos 
idosos, e mesmo os que 
existem são muitas vezes 
limitados a tarefas como 
poda das árvores ou faxi-
na. Além disso, há uma 
falta de agências dedica-
das ao emprego de idosos.
Há muitas áreas, como 
serviços de cuidados de 
crianças e idosos e o traba-
lho agrícola, onde há uma 
falta de mão de obra. Cada 

município deveria se es-
forçar para encontrar um 
equilíbrio entre a demanda 
e a oferta de mão de obra. 
Quanto mais depressa 
cada município começar a 
lidar com essas questões, 
maiores serão suas chan-
ces de sobrevivência. As 
diferenças entre os muni-
cípios devem aumentar.
Se olharmos para a ques-
tão da população idosa 
no âmbito nacional, o Ja-
pão pode ser considerado 
número um no mundo, 
apesar do fenômeno ser 
global. A questão é se o 
Japão conseguirá ou não 
ser um modelo para o res-
to do mundo em termos de 
lidar com este fenômeno. 
Se for bem sucedido, o 
Japão poderá utilizar seu 
conhecimento como um 
patrimônio, e exportar 
produtos e serviços vol-
tados às necessidades dos 
idosos para outros países. 
Na minha opinião, o Japão 
deveria ver o chamado de 
“problema de 2040” como 
algo positivo e lidar com 
ele como um desafio para 
o futuro.”
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